第２４回教育委員会（定）
開会日時　　平成２３年　１２月　２１日（水）　　　午前　１０時００分
閉会日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前　１１時３０分
開会場所　　教育委員会室

出席者
　　委員　　別府明雄
　　委員　　今井英彦
　　委員　　谷田　泰
　　委員　　本　山　千惠子
　　委員　　北川容子
出席事務局職員

　　事務局次長　　浅島和夫　　　　庶務課長　　矢嶋吉雄
　　学務課長　　森下真博　　　　生涯学習課長　　中島　実
　　指導室長　　中川修一　　　　新しい学校づくり担当課長　　田中光輝
　　学校地域連携担当課長　　大澤宣仁　　　　中央図書館長　　近藤直樹
署名委員
　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午前　１０時００分　開会

委員長　　本日は５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２３年第２４回の教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、浅島次長、矢嶋庶務課長、森下学務課長、中島生涯学習課長、中川指導室長、田中新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長、近藤中央図書館長の、以上８名でございます。

　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により谷田委員にお願いいたします。

　本日の委員会は、２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

○議事

日程第一　議案第４８号　東京都板橋区立教育科学館の指定管理者の指定について

（資料生－１）（生涯学習課）

○報告事項

３．東京都板橋区立教育科学館指定管理者の告示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生涯学習課）

委　員　長　　それでは、議事に入ります。日程第一　議案第４８号「東京都板橋区立教育科学館の指定管理者の指定について」、告示報告と合わせて、生涯学習課長から説明してください。
生涯学習課長　　それでは、ご説明させていただきます。
　この案件につきましては、２度ほどご審議いただいておるものでございます。前回は、指定管理者の候補団体について教育委員会で決定していただきました。

　このたび、１２月６日の文教児童委員会、１６日の第４回定例会本会議で議決を得ましたので、これを受け、正式に教育委員会として指定をいただきたいというものでございます。本日、教育委員会でご承認いただくと、正式に決定するというものでございます。

　公の施設につきましては、東京都板橋区立教育科学館。

　指定管理者は学研教育出版。

　指定期間は平成２４年４月１日から平成２９年３月３１日まででございます。

　裏面をご覧いただきたいと思います。生－１の裏面でございます。

　今後のスケジュールでございますが、１月より平成２４年度の事業計画等を協議させていただきまして、３月上旬に基本協定、年度協定及び事業計画（案）を教育委員会に付議させていただきます。

　そして、基本協定及び年度協定締結をさせていただきまして、新年度業務が開始という運びになります。どうぞよろしくお願いいたします。

　告示の関係でございますが、今回、指定いただきましたら、教育科学館の指定管理者の指定につきまして条例に基づき告示するものでございます。

　この記載の内容で告示させていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

委員長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　特に、内容等については既に審議されておりますし、今回、議会で承認されたということで、教育委員会でも再度決議するということだと思いますので、よろしいかと思います。同時に、決議されれば告示されるということです。

　では、お諮りいたします。日程第一　議案第４８号「東京都板橋区立教育科学館の指定管理者の指定について」、原案のとおり指定することにご異議ございませんか。
（異議なし）

委員長　　では、そのように決定いたします。
　ということで、告示の方もよろしくお願いいたします。

○議事

日程第二　議案第４９号　平成２３年度区立学校管理職配置に係る内申

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料指－１）（指導室）

委員長　　では、日程第二　議案第４９号「平成２３年度区立学校管理職配置に係る内申」についてです。
教育長　　この事案は人事案件でございますので、非公開として、議事進行の都合上、委員会の最後に行うことを提案いたします。

委員長　　教育長から発議がありましたが、異議はございませんか。

（異議なし）

委員長　　異議がないものとみなし、本日の委員会の最後に行うことと決定いたします。

○報告事項

１．平成２３年第４回区議会定例会（１１月）一般質問答弁要旨
（資料）（教育長）

委員長　　それでは、報告事項を聴取いたします。報告１「平成２３年第４回区議会定例会（１１月）一般質問答弁要旨」について、教育長から説明願います。
教育長　　それでは、資料をご覧ください。
　第４回区議会定例会の１１月３０日と１２月１日に行われました。今回も、各委員さんからは、放射線問題、特に給食食材に関する検査についての質問等を複数の方からいただいております。
　はじめに竹内愛議員ですけれども、災害対策をということで、今、小中学校で給食調理と用務の委託をしております。災害が発生した場合には、当然、この人たちにも色んな対応をしてもらわなければいけないということで、それができるのか、見直しが必要なのではないかというご意見がございました。
　答弁としては、役割分担を明確にしていれば、委託業者であっても、そこで働く職員も含めて、学校の避難訓練に参加することは可能ということです。

　それから、実際に災害が発生した場合には、児童・生徒の安全確認の活動は、委託業者であっても学校の職員と協力して、その任に当たるということは当然でございますので、特に委託そのものを見直すという必要はございませんということでお答えをしております。

　それから、次が、小林おとみ議員。放射線測定器の配置を、小中学校、幼稚園に考えてはいかがかというご質問でございました。これは、今まで２回、小中学校、幼稚園などでも放射線量の測定をしていますが、今後も１学期に１回程度の測定を行っていきたいと考えております。

　今回、ここには、測定器が１２月以降に１台増える予定となっておりますけれども、区全体として５台の貸し出しという制度もできましたので、教育委員会としても１台増やして、お借りして、充実して測れるかなと考えています。

　それから、次のページで、教育支援センターのあり方についての話がございました。
　小林議員は、指導室がある本庁舎に教育支援センターが併設されるというのは、人事行政など教員人事などを行っているところなので、余り適切ではないのではないかという話でございました。

　相談業務等も、しっかりと相談しやすい体制をつくっていきますし、スムーズな教育委員会との情報連携等、関連機関との情報連携などもやりやすくなりますので、その辺は十分配慮して設計していきたいということでお答えしています。

　それから、スクールカウンセラーについて、もう少し回数を増やしたらどうかということでございます。スクールカウンセラーと相談所の相談員との連携、研修等を含めまして、今後、この辺については即スクールカウンセラーの人数を増やすということではなくて、学校で子供たち・保護者への相談機能を含めて、少し教育支援センターの確立の中でシステムを再構築していきたいと考えています。
　それから、３ページの、すえよし不二夫議員ですが、災害時に子供たちが、３月１１日のように学校に泊まるということも考えられるので、災害時の宿泊を想定した子供向けの物資の備蓄をどう考えるのかというご質問でした。
　今までは、防災倉庫、備蓄倉庫の中のものは避難してくる住民のためにということになっておりましたけれども、当然、そこに子供が泊まるようになれば、それを使用することも可能だということでお答えしました。

　あとは、特に子供が必要とするようなものは何なのかということも含めて、少し備蓄の品目、数量、方法について検討していくという危機管理室の考え方もございます。基本的には防災倉庫の中のもので対応しますけれども。そういうお答えをしています。

　それから、おなだか議員は、給食食材の安全確保をというところで、牛乳の検査結果の公表ですとか、牛乳の区独自の検査を実施してはいかがかというご質問がございました。

　牛乳に関しては東京都が一括で取り扱っております。牛乳メーカーが自主検査をしているのですけれども、その結果が公表されていないのが実態です。今後、東京都が指導しておりますので、東京都に対しても、実施の公表をするように業者の方に働きかけてもらえるようにということで要望していきたいということでお答えしました。

　区の独自検査については、後ほど、この話がまた委員会でも出てきますけれども、産地できちんと検査はされて、国の基準を満たしたものを使っておりますので、今後の検査については、食材の種類も含めて、引き続き検討していきたいということでお答えしました。

　それから、日光・榛名の移動教室は大丈夫なのかというご質問がございました。昨日でしたか、除染対象区域に日光市が入っているという新聞報道がありましたけれども、日光市・榛名、両方ともに、実際に職員が行きまして測ってきた結果としては大丈夫でした。今後、日光市は、必要なところは除染をする活動が入ってくると思いますので、その辺はもう少し、今後、十分に連携をとりながら見守っていきたいと思っています。

　それから、大野はるひこ議員が、住民防災組織と学校防災連絡会では、役割分担がきちんとできていないのではないかというご指摘がありました。

　確かに、それぞれ目的が違って組織されていますので、両者の連携が十分に配慮されているという実態になっていないのは事実です。

　同じ人がダブって委員となっているということが実際に起こっておりますので、そういうことも含めて、学校防災連絡会に関して教育委員会としては必要な見直しを図り、住民防災組織と整合性の高い組織にしていきたいということでお答えしました。

　それから、桜井きよのり議員は、１１月に行われました板橋音楽祭ジュニア２０１１を大変評価していただきまして、中学校の楽器の整備をしっかりするのと同様に、充実されたいという要望がございました。

　それから、６ページになりますけれども、渥美清さんの没後１０年を、以前に事業として行っているのですけれども、それに次ぐ企画を少し検討できないかということでした。これに関しては、まだ余り具体化されておりませんけれども、来年度、区政８０周年ということなどもありますので、そのような中で、前回実施した事業をベースに、どういうものができるか少し検討したいということでお答えしています。

　それから、７ページで佐々木としたか議員ですが、学び支援プランの、今年で３年目の総括をしてくれということでした。この教育ビジョンの実現に向けて、学び支援プランに従って、非常に計画的に施策が展開しているということでお答えしております。

　「フィードバック学習方式」の導入ですとか、全小学校への図書館司書の配置の実現などが特に成果のあるものとして出てきております。

　学校間の格差が出てきているのではないかというご質問でしたけれども、確かに、格差はないとは言えないのですけれども、学校現場での取り組みの多少の違いに関しては、先進的な事例を学校全体に広げていくという取り組みをする中で、着実に前進させているのではないかと考えています。

　それから、８ページにいきまして、学校経営支援専門会議についてもご質問がございまして、設置した目的はどういうものなのかとか、どのような構成になっているのかとか、どういう成果があるのかというようなことをご質問されていました。

　学校経営支援専門会議につきましては、新学習指導要領の実施、「いたばし学び支援プラン」に基づいた新たな取り組み等、非常に多様化しております。保護者からの要求・要望等、そうした中で適切な学校経営のあり方を検討するということで、学識経験者の方５人を加えまして、教育委員会事務局の代表、場合によっては教育委員ですとか校長、現場の職員などを加えて会議を行っています。

　こうした区の教育課題を、みんなで集まって、専門の方を交えて論議をすることで、今後の板橋区の教育委員会ですとか、各学校が取り組むべき方向が非常に明確になってきております。その方向が各学校に具体的に周知されて、同じ方向に向かった学校改革が進んでいるという大変大きな成果を上げている会議ではないかと思っています。

　それから、東日本大震災を踏まえた対応についてというところでは、佐々木委員としては、是非、教育委員会への危機管理部門を新たに組織として設置するようなことを考えてほしいといった要望が寄せられました。

　それから、あとは、井上議員は、また給食の放射能測定について実施してほしいということをおっしゃって、この前の日でしたか、文部科学省から１ｋｇ当たり４０ベクレル以下という混乱した話が出ておりまして、また、今回、厚生労働省が新たな指針を出してきていますので、そういう中で早急に検討するというお答えをしています。

　以上です。

委員長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

谷田委員　教育支援センターに関するお話も多いと思うのですけれども、先ほどお話があったように先進的な事例を学校で広げるということで、今年も、大分、授業改善という視点で取り組んでいるのですけれども、当然、困っている人を助けるという部分も大事だと思うのですが、成長していくという部分もしっかり皆さんで共有でしたらいいのではないかと私は思っています。

　板橋に来たらこういう研究をする機会があるとか、板橋に来たからこうやって成長できたとか。そのときに、この教育支援センターが非常に役立ったという場所になっていくといいのかなと。そういうところは、是非、今後も積極的に皆さんで共有して進めていければ、よりいいのではないかと思います。

委員長　　本会議で聞いておりまして、教育支援センターが教育委員会と同じ建物の中にあることによって、相談に行きづらい先生もいるのではないかというようなお話もあったのですけれども、仮に別なところに持っていっても、板橋区の職員に関係した人が相談に乗っていると行きづらいのではないかということ。それは場所の問題とか、そういうことではないのではという気もいたしました。
　それと、牛乳の放射線を公表する件については、区長会で申し入れるという記事が今日の新聞に出ておりました。
教育長　　先日も教育長会がありまして、きちんとその辺は要望しようということで、区長会と相談してということになっていました。

委員長　　一応そういう方向で進んでいるのではないかと思います。
　あとは、防災組織と学校の防災連絡会が上手くマッチングしていないというお話がありましたけれども、確かにそうだと思います。町会・自治会の地区割りと学校区がずれているので、どうしてもマッチングは難しいかと思います。
　結局、１つの町会が２つの学校にまたがっていますし、逆に、学校も色んな町会が合わさっているので、その間を上手く調整すればできるかと思うのですけれども、１つの町会が２つないしは３つの学校にまたがっていますと、どこの学校に協力していいのか非常に難しいですし、それぞれ人を分けるとなると、そんなに人員がいるわけではないので、なかなか難しくて、このテーマはずっと続いていくのではないかと思います。
　とりあえず、私はそのように思いました。

本山委員　　給食食材の放射線量測定ですけれども、板橋区のような給食の方式ですと、事前の検査はすごく難しいだろうと思うのです。今朝も、朝日新聞に載っておりましたけれども、でも、給食を食べた後であっても内部被爆の積算量が出るということで、引き続き、検討していらっしゃるということですけれども、前向きに、子供たちの１０年、２０年先を見越して検討していただきたいと思います。

今井委員　　７ページの佐々木先生で、（２）③外部評価というのは、審議会の答申が出て、それについての外部評価をもらっているという趣旨ですか。要約がよく分からなかったので、済みません。
新しい学校づくり担当課長　　外部評価につきましては、学び支援プランの教育委員会で行う点検・評価の内容での外部評価のところでございます。
今井委員　　分かりました。前とつながっているのかなと思いました。済みません。ありがとうございました。

委員長　　よろしいでしょうか。

○報告事項

２．文教児童委員会報告（１１月１７・１８日、１２月６日）
（資料）（次長）
委員長　　では、報告２に移らせていただきます。「文教児童委員会報告」について、次長から報告願います。

次長　　それでは、文教児童委員会ですけれども、資料の１１月１７日の方からご報告したいと思います。

　議題の中で、子ども家庭部の方に入っていますけれども、陳情第１５号「坂下けやき台学童クラブの存続を求める陳情」。これは継続審査で何回かやっておりますが、この日は、前回以降、説明会をどのように行ってきたのかというものが子ども家庭部に質問がございました。
　それから、自民党杉田議員から、人的な加配といいましょうか、支援みたいなものをした場合、どのような経費がかかるのかという話が出ていました。もし、常勤職員を１名加配したとしたら年間どれぐらいかということで、一人約５００万円だろうというお答えをしていまして、そういうやりとりがございました。

　それから、教育委員会関係ですけれども、請願第３号が、これも継続となっております。第１項と第２項は採択されたのですが、３、４、６、７というのが残っておりまして、継続になっておりました。

　これにつきましては、文言が非常に厳密だったものですから、そういう関係から継続審査になっておりましたけれども、取り下げたいという請願者の意向がございまして、その関係で、ここでは継続審査ということにして、その後、取り下げとなっております。これは、陳情としてまた新たに出てくるのですけれども、そのときにまたご説明いたします。

　陳情第４０号についても、これは板橋区独自で機器を買って測定を求めるというものですけれども、継続になっております。
　この日の質疑では、例えば米とか、１食まるごとの放射線検査等々について、できないのかというご質問が出ています。それから、毎回出ますけれども、調理前の検査についてどうかというお話が出ております。

　それで、実は、このときにもお答えしているのですけれども、こういう個々のご要望、ご質問はいただいているのですが、ここでも答弁していますが、実は放射線検査については、この少し前に、区としての基本的な考え方が示されています。０．２３だったでしょうか。こういった場合には除染するとか、定期的に測る場所はここだとか、そういう基本的な理念とともに対処方針も出ているのですが、給食食材については区としてのまとまった考え方がございませんで、所管ごとに対応していたというのがありまして、区としてきちんと考え方をまとめようということで動いておりましたので、その旨の答弁をさせていただいております。

　それで、これとは離れますけれども、実は、関係部署で何回か集まって基本的なところの取りまとめをしておりました。
　事前検査についてどうするか。難しいだろうとはなっていますけれども。それから、食材はどれをやったらいいのかとか。そもそも、基本的にどう考えるのかというところでは、各部で集まってまとまっている段階では、流通している食材については国がきちんと安全性を確保するべきであるということ。それから、そういう前提に立って、区としては安全であると認識せざるを得ないということなのだけれども、特にお子さんをお持ちの保護者については不安感をお持ちの方が多いということなので、合理的な範囲の中で、そういう不安感を可能な限り払拭していきたいという基本的スタンスに立って対策を考えましょうということだったのです。

　そうこうしているときに、例の文部科学省の４０ベクレルというのが出て、それが二転三転したりしましたので、当面の基本的対策がなかなか打ち出せなくて、厚生労働省がきちんとしたものを出すと言っていますので、それまでの間、当面どうしようかということを話しておりまして、それがまとまりかけたところに、昨日、厚生労働省がまとめたというのが一部新聞に報道されましたので、また手直しが必要かなと思っているのが現状でございます。
　ただ、何回か、国の動きで翻弄されておりますけれども、なるべく早く出す必要があるだろうということは感じているところです。

　それで、１７日はそういうことでございますけれども、１８日の文教児童委員会、これは所管事項ということでございます。

　まず、教育委員会の動きが２番目にございますけれども、このときには台風１５号のときの対応ですとか、それからヘリサインの整備についてですとか、このとき話題になったのが、教育委員会の動きをこういう形で報告しているのですが、最新のものについてホームページに掲載できていないということがまた話題になりました。これは、何回かこれまでも出ているんですけれども。その辺について考えてほしいと。
　結果的には、この後、私どもで検討して、最新のものまでは出す。それは、当然、議事録は公開されないのですけれども、次のものを出すときに、議事録が出た段階で重複して出そうということ。ですから、最新のものについては２度出るという形でやらせていただこうということで決定させていただきました。当分それでやってみて、何か不都合があればまた直そうと思っています。

　それから、３番目に、平成２３年度特別区人事委員会勧告ということで、私どもの部分ですと区立幼稚園教職員についての給与の改定等の勧告について報告を行っています。これについては、後ほど議案で出てまいります。

　基本的なやりとりがありました。人事権、幼稚園教員の異動はどうなっているのかとか、そういう基本的なやりとりが幾つかありました。

　それから、その次が、学校選択制における応募状況ということで、抽選校の状況ですとか、その辺の応募の状況についてご報告したのですけれども、そのことも幾つか論議になりましたけれども、対策を出したことによって現在の入学の応募状況が分かりますので、幾つかの小規模校について対策はどうなっているのかというお話が出ています。

　学校名も、大山小学校について現在児童数はどうなのかというお話が出ていまして、今後、小規模校対策の具体的な取り組みはどうするのかというような話が出ています。

　審議会答申が恐らく３月ぐらいになるだろうと私どもは思っておりますけれども、中間答申が年内にまとまるということなので、その辺も踏まえて、早目にやれることはやっていきたいというお話をさせていただいています。

　それから、５番目として紅梅小学校の特別教室棟の新築工事ということで、紅梅小学校に隣接する土地を購入いたしまして、そこに特別教室棟を新築し、その中にあいキッズも取り込むという形になっていまして、内容についてご報告させていただきました。

　中身についてのご質問等がありましたけれども、ここの第二音楽室が、リースで、プレハブで建っています。当然、新しい特別教室棟ができますので、そちらを廃止するということで私どもは考えていたのですけれども、自民党の議員さんから、それを残してくれないかというご要望が出ています。

　地元でかなり活用しているというお話等々もされておりまして、それについては、どうするかということで、こちらでは検討中という経過になっています。
　それから、平成２４年度あいキッズの運営方針について決定いたしましたので、そのご報告をさせていただいています。

　これも基本的なやりとりがありました。応募法人のうち区内法人が幾つあったのかとか、そういうものですとか、選定委員会の構成はどうなのかとか、そういうやりとりがございました。

　１８日については以上でございまして、引き続き、１２月６日の定例議会の中での文教児童委員会がございまして、ここでも報告事項として教育委員会の動きを出させていただいています。ここで、このとき志村小学校の０．３を超える数値が教育委員会に報告された案件が出ていましたので、その話題がかなり出ました。今後、放射線測定はどのようにしていくのかという話が出ていました。
　先ほども教育長からお話がありましたように、１学期に１回程度はやっていきたいということと、それから学校から求めがあれば随時行うということで説明させていただいています。

　あとは、その志村小学校の測定された放射線量に関わった土の処理について、埋めたということはいいのだけれども、埋めたという表示とか記録をしっかり残しておくべきではないかということで、それはそのとおりなので、どのようにしていくかという点について検討させていただきたいという答弁をさせていただいています。

　続きまして、教育科学館の指定管理者の指定をしたいということで、議案として出しております。

　点数・標語は別途、これは個人名が分からないような形で出していますので、その辺のやりとりが幾つかありました。

　特に、幾つかの項目では、今回、指定を受けた事業者でない方、コングレの方が高い得点を取った項目もございましたので、その辺についての要因はどうなのかとか、そういうご質問。なかなかこの辺は難しい話ですけれども、私どもからは、両者ともに非常に高いレベルの争いだった。点数的にも、かなり両者は高い点数を取っていますので、非常に優れた内容での争いだったというお話をさせていただいています。

　ただ、学研については、教育的なところについての対応が重視されたのではないかということと、これまでの実績ですとか、大震災のときの対応、これらの実績が評価された部分があるのではないかというお答えをさせていただいています。

　それから、ここで、先ほどの幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例という議案を出しています。
　先ほどの指定管理者の指定については、全会一致でご承認いただいています。

　それから、幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例ということで出させていただきましたけれども、マイナス勧告が１０年以上続いているということから生活に大きな影響があるのではないかという指摘が共産党さんからされております。議決をとりましたところ６対２ということで、賛成多数ということで可決をいただいています。

　それから、陳情に入りまして、陳情第４７号というのが子供たちを被爆から守るための陳情というもので、実は、先ほど１１月１７日のところで取り下げた請願の、文言を修正した形で出てきています。
　例えば、「必ずこうしてほしい」というようなところを「極力」とか、あるいは「配慮してほしい」という形で出てきておりまして、それについて審議したわけですが、自民党さんからは、第１項で、弁当を持参した際に、「必ず受け入れてほしい」ということであったのが、「配慮してほしい」と直されていたわけですけれども、これについても「相談に応じる」。こちらとしては、個別に相談に応じた上で個別に判断をしたいとご説明しているわけですけれども、相談に応じる基準というのを一様に定めないと、ばらばらになるのではないか。しかし、一様に定めるのは無理があるのではないかというご指摘をされました。
　ただ、我々としては、個々それぞれ実情が違うので、学校は個々の対応とならざるを得ないというご答弁をさせていただいています。

　それから、１１月末に文部科学省から４０ベクレルという数字が出ましたので、それについてどうなのかというご質問が出ています。これは、その後、二転三転していますので、その辺の話をして、区としては厚生労働省の値が出るのを見守りたいという話をさせていただいております。

　それから、ここでも牛乳についてどうなのか。メーカーに申し入れをしてほしいという話が出ております。

　それから、給食の事前検査について検討はどうされているのかというお話もここで再度出ております。これについても、先ほど申し上げたとおり、区として一体的に給食食材をどうするのかというのを考えておりますので、そういうお話をさせていただいております。

　ただ、特に４０ベクレルというのがどうなるかは別にしても、一度数字が出ていますので、仮にそういうことを考えるとすると、持ち運びできる測定機器で測定するというレベルのものではございませんので、事前検査は難しいのではないかというお話もさせていただいております。

　自民党さんは１番の弁当持参の件については継続審査を主張されました。それ以外については採択ということでしたけれども、第１項目の弁当持参についての継続審査については、賛成少数で否決されましたので、再度意見を求めましたところ、自民党さんは不採択という主張をされましたが、これについても賛成が多数ということで、第１項は採択になっています。第２項、第３項、第４項については全て採択ということ。これは全会一致になっております。

　それから、陳情第４８号が「こどもへの甲状腺健診実施を求める陳情」ということで、就学後の健診となっておりますが、実は健康福祉委員会にも同様の趣旨のものが出ていまして、これは就学前の子供たちに対するものです。それが、私どもの委員会の前の日に結果が出ていまして、その結果も多少影響しているのかなとも思いますが、そういうのも踏まえてやりとりがありました。

　実際に学校の定期健診の中では、甲状腺の指触診は従来からやっているわけです。その辺について、今回の原発事故を考慮した形でやっているのかというご質問がありました。これは難しい話だと思うのですけれども、これは学校医に確認したところ、一定程度の配慮はしているというお話だったのですけれども、区としては今後、この事故の結果を反映して、より丁寧な検査を行っていただきたいという要望を行いたいという回答をさせていただいています。

　それから、２項目として超音波による甲状腺の検査を実施してほしいというのがありますけれども、これについて、どうなのかというご質問がありました。超音波機器、そういう検査機器とか設備、それから医療スタッフ、こういうものの要する時間、検査の場所、金額、非常に課題が多いと考えているというご説明をさせていただいています。

　それから、仮に区立学校でできたとしても、私立に通う小中学生については課題があるし、現状では困難だと考えているという説明をさせていただいています。

　それから、仮に超音波検査を取り入れたとすると、どのくらいの経費がかかるのかという質問を受けていますけれども、超音波による一般的な甲状腺検査が保険診療で１件１，０５０円だそうです。そうしますと、小中学生が２万２０００人ということなので、その部分と、それに人件費を加えると３，６００万円から３，７００万円の経費が試算するのではないかと見ております。それプラス医療機器のリース代がこれに加算されるという形になるということで答弁させていただいています。

　それで、第１項目の甲状腺の指触診をやってほしいというものについて、自民党さんから、既にやっているのだから願意を満たしているので、取り下げをしてもらったらどうかということで、協議会をやってもらいたいということで協議会を開いたのですけれども、意見の一致を見ないということで取り下げ打診は行わないということになりました。
　その結果、採決いたしまして、自民党さんは第１項、第２項、指触診と超音波検査、ともに不採択を主張されました。他の党の議員は、1項目指触診については採択。それから、２項目の超音波検査については継続審査ということを主張されまして、結果、第１項目については、賛成５、反対３ということで、採択ということになりました。第２項目については、５対３ということで継続審査ということになりました。

　以上が文教児童委員会の報告でございます。

委員長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

谷田委員　　給食の件については、昨日の厚生労働省から出たものをベースに、もう一回まとめ直すということですね。今までずっと議論して、考え方をどう対応していくのかとか。
次長　　そうですね。

谷田委員　　それはお願いしますということと、あとは、これは、実際に現場では、校長先生を含めて、大分負荷になっているのか、どんな感じなのですか。これは個別で対応という話になってくるということになると、多分、現場の校長先生の対応ということになるかと。

次長　　お弁当持参の件ですか。
谷田委員　　そういうことも含めて、このあたりはどれぐらい。

指導室長　　学校にもよると思うのですが、板橋区においては、それほど保護者等から個別に問い合わせや要望といったものが出ている状況ではないというのが現実です。若干はあるにしても。

　ですから、各学校の判断で十分対応しているという状況です。

委員長　　ほかにございますでしょうか。よろしいですか。

　文教児童委員会のこの中身ではないのですけれども、最近、各学校の研究発表会ですとか、あるいは学校支援のシンポジウムに文教児童委員会委員の皆様が多数参加していただいておりまして、非常に熱心にやっていただいているということで敬意を表したいと思います。

　よろしければ、報告３に移ります。

○報告事項
３．告示関係
　　成増図書館の臨時休館について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央図書館）

委員長　　「成増図書館の臨時休館の告示について」、中央図書館長から報告してください。
中央図書館長　　教育委員会告示第３７号でございます。成増図書館の臨時休館日について、告示しております。

　来年１月２３日月曜日から２８日土曜日までの６日間、館内資料の総点検と整備を行うため、特別整理期間としまして臨時休館とさせていただくものでございます。

　以上でございます。

委員長　　これは、特に定期休館ということで、よろしいでしょうか。

○報告事項

４．学校整備週間の日程について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料庶－１）（庶務課）

委員長　　では、報告４「学校整備週間の日程について」、庶務課長から説明願います。
庶務課長　　学校整備週間に伴う学校訪問について日程が決まりましたので、ご報告させていただきます。

　本年度については、１月１７日、１８日。裏面にいきまして、１９日、１月２４日の４日間を予定しております。

　例年と同じような形になりますけれども、是非、学校訪問をしていただいて、と思っております。
　次のページ以降に、事務局職員の方で、どんなところをポイントにして見るかというのがありますけれども、教育委員の中でも、今年、一定のテーマを決めていただければいいのではないかと思っております。

　一番大きなテーマとしては、震災関係がありましたので、学校の震災等の対応ですとか、施設的、設備的なものであったり、それから保護者の関係も、色々保護者から寄せられたり、対応を図っているところもございます。

　それから、今話題になっている防災教育みたいな観点といったところでのお話を聞いていただければと思っております。これに限らず、皆さんの中でテーマを設けられれば、それに越したことはないと思っております。

　以上でございます。

委員長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

　また、寒い時期に大変ですが、よろしくお願いします。
　私が最近、色々噂で聞いている部分になるのですけれども、学校の電気配管のパイプが曲がったりとか、行事で使っているときに漏電ブレーカーが落ちて、入らなかった。実は、それは６２年製で、かなり古い。規定では１５年で交換しなければいけないようなことになっているらしいのですが、そういったのがありましたし、あるいは、分電盤に水をかけて停電になったといったようなのを何となく聞いております。

　そういったところの点検も若干必要ではないかなという部分と、あとは学校の各校長先生なり副校長先生が、電気主任技師の立場をよくご存じでない。単なる業者と思っているという学校もあるやに聞いておりまして、電気主任技師は防災管理者と同じように、非常に権限を持っておりまして、仮に電気設備でトラブルを見過ごすと本人の責任になるので、かなりの権限はあるのですけれども、なかなかその辺が理解してもらえないということを噂で聞いております。

　ですから、特に学校ですと、たこ足配線とかコンセントにほこりがたまるトラッキングとか、その辺を一度再点検する必要もあるのではないかと思っております。

庶務課長　　一時、確かにコンセントのところでも、ぼや騒ぎがありましたので、そういったところの点検は加えて、しっかりとさせていただきたいと思います。
委員長　　使っていないコンセントにふたをするというか、カバーがあるじゃないですか。あれなどは、やっておいた方が安全かと思うのです。子供がいたずらするのは余りないと思うのですけれども、特に机の後ろに隠れたり、そういうところは結構ほこりがたまるので、ふたをしておいた方が安全だと思います。最近、一番危ないのは、コンピューター周りの配線が、多分、机の下でたこ足になっているというのが多くの会社で見受けられるので、職員室あたりもどうかなというのを気にしております。

　ということでよろしいでしょうか。
○報告事項

５．教育科学館「第６回板橋子どもひらめき発明展」実施報告について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料生－２）（生涯学習課）

６．第６１回「社会を明るくする運動」作文コンテストの審査結果について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料生－３）（生涯学習課）

７．平成２３年度板橋区青少年表彰受賞者について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料生－４）（生涯学習課）

委員長　　では、次に、報告５から報告７までは生涯学習課の報告ですので、生涯学習課長から順に説明願います。
生涯学習課長　　それでは、まず「教育科学館第６回板橋子どもひらめき発明展実施報告について」でございます。生－２をご覧になってください。

　これは、教育科学館で子供たちの豊かな発想力や創造力を育むことをも目的として行われているもので、第６回目を迎えたものでございます。

　発明展としての期間は１０月２９日から１２月１８日でございました。

　１２月１８日、日曜日午後に表彰式が行われまして、別府委員長を始め、教育委員の方々にも来ていただいたものでございます。

　今回、応募者数につきましては５４９人でございまして、平成２２年度と比べると少し件数が減っておりますが、小学生については若干増えております。また、展示期間中の観覧者も増えまして、この事業は一定程度浸透しているかなと思っております。

　当日は、プラネタリウムドームに、ほぼ満員の方々がいらっしゃいまして、式典が行われたところでございます。

　別紙に、表彰者の一覧がついてございます。

　小学生の部につきましては、最優秀賞が区在住のインターナショナルスクールのお子さんでございました。

　裏面には、中学生の部と学校の部ということで記載がございます。

　中学生の部につきましては、最優秀賞が上板橋第三中学校の女子生徒ということで、学校の部につきましては、志村第五小学校に優秀賞が、また記載の４つの小学校に奨励賞が授与されました。

　表彰式では、最優秀賞のお子さんへのインタビューがございましたが、いずれも大変しっかりした受け答えをしていて、応募の動機とか発明への考え方、また工夫した点などもしっかり説明していただきまして、大変素晴らしいものがございました。

　報告については、以上でございます。

委員長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

　ちなみに、多分ここのデータに出てこないと思うのですけれども、この優秀者は、発明クラブに参加しているお子さんが多いのでしょうか。
生涯学習課長　　優秀賞のお子さんはそういうことを聞いておりますが、それ以外は、そういう子が多いということではないかと思っております。データ的には今持ってございませんが、調べると、ある程度出てくるかなとは思います。

今井委員　　秦さんが４つ入賞ですからね。

生涯学習課長　　この方は出した件数も多くて、かなり出していると聞いてございます。

教育長　　毎年入賞して、複数受賞しているんですよね。

委員長　　とにかく、今回の作品は、事務用品とか健康用品とか、そんなようなものが多くて、何となく、発明クラブとかそういうところで、そういう指導をしていたのかなという気がいたしました。

生涯学習課長　　学校の指導という部分で、この奨励賞等をいただいている学校は多く作品を出していただいています。それで、賞に入る件数も多くなるかと思っております。

　ですので、必ずしも発明クラブに参加しているお子さんだけではないかなと思っております。

教育長　　小学校と中学校で、ご兄弟で優秀賞とアイデア賞とか。やっぱり家庭環境もあるのだなと思いますよね。

本山委員　　そのアイデアを、発明クラブで現物のものにしてもらうのをご指導いただいているというのが何件かありました。

委員長　　アイデア重視で、つくるのは親に手伝ってもらってもいいということだそうなので。では、よろしいでしょうか。
　では、報告６をお願いします。
生涯学習課長　　続きまして、生－３をご覧いただきたいと思います。「第６１回「社会を明るくする運動」作文コンテストの審査結果について」でございます。

　板橋区内の小中学校に募集しましたところ、このコンテストには、小学校２校、中学校２校の４校から１３作品の応募がありまして、社会を明るくする運動板橋区推進委員会で審査を行いまして、このうち、小学生２、中学生２の４作品を、東京都推進委員会に推薦させていただきました。

　このたび、そのうちの１作品が佳作を受賞しましたので、ご報告させていただきます。

　ご説明は以上でございます。

委員長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

　とにかく、都で佳作を受賞したということで、ますます進めていただければよろしいかと思います。よろしいでしょうか。

　では、報告７をお願いいたします。

生涯学習課長　　続きまして、生－４をご覧いただきたいと思います。「平成２３年度板橋区青少年表彰受賞者について」でございます。
　板橋区青少年表彰につきましては、今年度２回目になります。

　このたび、表彰審査会を開催しまして受賞者が決定いたしましたので、ご報告させていただきます。受賞者につきましては後ほど触れさせていただきます。

　表彰式を新年１月２１日、土曜日の午後２時から文化会館小ホールで行います。

　表彰審査会につきましては、１１月２５日、金曜日に行われました。

　審査委員８名につきましては記載のとおりでございます。

　審査方法は、継続性、努力性、地域貢献性の３項目を中心に審査を行いました。

　この結果、応募件数が２４件。個人１０件、団体１４件について審査を行いまして、全ての案件を表彰すべきとの結論に至ったものでございます。

　なお、昨年度は、この事業に「ものづくり活動部門」を設けて実施させていただきましたが、今年度からはこれを廃止させていただいております。

　理由としましては、「ものづくり活動部門」につきましては、中学校におけるものづくり学習に対する意欲及び成果において、他の模範になるものを区立の中学校長から推薦していただき表彰するものでございましたが、昨年度は該当者が少なくて、また、レベル的にも審査会の方から疑問の声が上がったということ。また、板橋区教育委員会が加盟しています東京都産業教育振興会においての中学校の優良卒業生の推奨という表彰とか、また、科学館の今話をしましたひらめき発明展等の機会があるということで、これらを勘案しまして、必要性が極めて少ないということで判断をしたものでございます。

　それでは、別紙の平成２３年度板橋区青少年表彰受賞者一覧をご覧ください。簡単に説明させていただきます。

　番号１及び７、８、１０につきましてはジュニアリーダーとして活動しているものでございまして、その後、ＯＢ、ＯＧとして、引き続き、熱心に地域の事業やジュニアリーダーの育成に貢献している個人での表彰ということでございます。

　なお、飛びますが、２２番はジュニアリーダーの団体が大変活発に特養ホームへの慰問を続けているということで、団体の表彰を受けているものでございます。

　戻りまして２番、１９番は、それぞれの地域の清掃・美化活動を黙々と続けているということが推薦された理由でございます。

　ころころ飛んで申しわけないのですけれども、１８番につきましては、学校全体で、１０年余にわたり清掃・美化活動を続けているというものでございます。

　戻りまして、３番、４番は消防少年団での活動及び後継者育成に頑張っているということでございます。
　また、１６番は、団体として長く地域貢献を行っているということで表彰になっているものでございます。

　５と６につきましては兄弟でございまして、ダウン症児の親の会に頻繁に参加して、毎回、子供たちを喜ばせてくれている活動に対し推薦されたものでございます。

　続きまして、９番につきまして、これは特別なのですけれども、障害を持ちながら書道を頑張っていまして、障害があっても頑張る姿が家族や周囲の方々に力を与えているということです。そしてまた、こういう表彰ということを機会にして、本人への励みと障害者理解が深まることに期待するということで今回推薦を受け、表彰されるものでございます。

　１１番につきましては、伝統芸能の活動でございますが、福祉施設での活動にも発展しているということが推薦になったものでございます。

　また、１２、１３、１４、１５につきましては、中学生の活動に対し推薦されたものでございます。２件はボランティア活動に地域から非常に高い評価をいただいております。また、東日本大震災の復興支援活動というものに対して行ったことということと、またもう一方は、国際貢献での推薦でございます。

　１７と２０、２１は大学の部でございまして、サークル活動での地域貢献ということで、これも青少年という対象に入りますので、今回受賞されるものでございます。

　最後に、２３番、２４番はボーイスカウトの団体でございます。

　以上、雑駁ではございますが、ご説明をさせていただきました。

　なお、表彰式につきましては、教育委員の皆様にも別途ご案内をさせていただきますので、ひとつよろしくお願いいたします。

　報告は以上でございます。

委員長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

本山委員　　表彰式に参加させていただきます。

委員長　　継続性、努力性、地域貢献性の３項目とあるのですけれども、私個人的には、このほかに自主性というのが入ってもいいのではないかと思いまして。

　これは、よく分からないのですけれども、例えば城北中学・高等学校が全員でやっているというのは、自分たちで決めてやっているのか、学校がやると決めてみんなが参加しているのか、それによって大分違ってくると思います。
生涯学習課長　　基本的には生徒会等が主導して、学校の方でやりなさいということではなくて、自主的にやっているということで、それを地域の人が見まして、ずっと長く続けていて、また地域も非常にきれいになっているということで推薦を受けたものと聞いてございます。

委員長　　そうすると、氏名が「中学校・高等学校の生徒会」であれば、もっとはっきりすると思いますし、表彰式に先生が出てくるというのはナンセンスだと思うので。生徒会が出てこられなければ欠席の方がむしろいいかなという。去年はそんな感じがしました。

生涯学習課長　　この辺が、団体としては「城北中学・高等学校全校生徒」となっているので、そこをどうするのか。

委員長　　やると決めた主体がはっきりした方がいいかなという気がいたしました。

　それと、ボーイスカウトは去年も出てくるのですけれども、ボーイスカウトは、ボーイスカウトの目的として元々こういうのが入っているわけですから、やって当然というのがあって、それを表彰するのは若干いかがかなというのがありますけれども。

生涯学習課長　　これも、昨年度、論議があったらしいのですけれども、これにつきまして、表彰は、その団体について１回限りという話になりますので、これで、多分もうこの団体は表彰されることはありません。
谷田委員　　これは、応募が２４件ということですけれども、具体的にどういう感じで集めているのですか。

生涯学習課長　　これにつきましては、各地域とか青健、青少年委員、また、学校にも、「こういうことをやりますよ」ということを説明させていただきまして、広く募集しているものでございます。保護司等にも話をさせていただいています。

　その中で、当初、昨年は１回目だったので２４件という形で、今年度はひょっとしたらもっと増えるのではないかという予測もありました。増えたら、基準の方をしっかりしていかなければいけないという話がございまして、今回、その辺を考えながらやってきたのですけれども、偶然にも、また２４件という同じような形になりました。

　今後、この事業がもっと周知徹底されていくと、件数が増えてくることが予測されるわけで、そのときには、この審査会の中でも、しっかりその辺の対応をしていかなければいけないという話になってございます。これは、１つの検討の材料かなとは思っております。

今井委員　　大学サークルは、大学にも連絡が行っていますか。
生涯学習課長　　報告させていただいております。

○報告事項

８．中学生審議会懇談会（案）について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料指－１）（指導室）

委　員　長　　では、報告８をお願いします。
指導室長　　それでは、「平成２３年度中学生審議会について」ということで、お願いいたします。資料指－１でございます。

　今年度も、テーマにつきましては「いじめ」ということで、いじめのない学校生活を送るためにできることを考えるということで進めさせていただいております。

　参加生徒は、中学校、各校２名、４６名ということでございます。

　各回の大筋の流れということで、実は、もう既に第１回が終了しておりまして、１２月１３日に行いました。
　自己紹介、あるいは昨年の取り組みについての振り返りを行った後、いじめの構造ということで、指導主事から子供たちに、こういった図を示しながら、いじめというものはどういうものなのかということの共通理解を深めたところであります。

　そして、子供たちに、いじめをなくすために今年度どのような取り組みをしたらいいのかとう話し合いをして、次回への課題を提示して終わったところでございます。

この後、第２回目が１月１０日に、その課題を持ち寄ってスローガンの決定をしていきたいと考えております。

　そして、教育委員の皆様にご参加いただくのが平成２４年１月２３日、月曜日、２時から４時ということで、昨年までは土曜日に行っていたのですけれども、学校の事情、休業日に行うことは部活動等にあってもなかなか厳しい状況であるということで、今年度から平日に行うということで、教育委員の皆様にはご迷惑をおかけするのですけれども、いじめ撲滅月間に行う各校における取り組みを考えるということで、詳しい流れは次回の教育委員会でお示ししたいと思いますけれども、ここにおいて子供たちと教育委員の皆様方とお話し合いをいただいて、来年度のいじめに対する対応等を考えてお示しすることができればと考えております。

　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。よろしいでしょうか。
　それでは、１月２３日、よろしくお願いいたします。
○報告事項

９．その他
　　平成２３年度東京都教育委員会の職員表彰について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（口頭）（指導室）

委　員　長　　次に、委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。
指導室長　　１点お願いいたします。平成２３年度の東京都教育委員会職員表彰の決定がまいりました。本年度は、本区から４名の教員並びに校長が表彰を受けております。

　まず、教員の部ですけれども、４５歳以上ということで、板橋区立大谷口小学校の主任教諭である渡邊美江子主任教諭。

　この教員については、小学校の外国語活動の推進役として、本区の指導室でつくりましたＤＶＤ等にも多くの協力をいただいた方でございます。また、現在は特別研究校の研究主任として力を発揮していただいている方でございます。

　続いて、中学校でございますけれども、板橋区立桜川中学校、向後克通主幹教諭でございます。学校運営等に力を発揮し、生活指導、あるいは若手の育成等に力を尽くした教員でございます。

　それから、管理職につきましては、板橋区立成増ケ丘小学校の田中秋夫校長です。板橋区内で５校、１６年間にわたりまして校長職を歴任していただきまして、板橋区の学校経営、あるいは学校教育の向上にご尽力をいただいたということとともに、校長会長として５４校の小学校を束ね、区内外からの信望も厚いということでございます。

　なお、もう一つにつきましては、これは団体表彰ということで、板橋区立高島第六小学校芝生プロジェクト委員会ということで、代表として安藤吉高校長に、校庭の芝生化の推進ということで、平成２０年３月から芝生の維持管理委員会を立ち上げ、グリーンキーパーズを組織し、毎週日曜日に芝刈り、あるいは雑草抜き、石拾い等を、地域の方を含めて２０名から４０名の方々が参加している、そういった貢献に対して東京都教育委員会からの表彰がございました。
　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　とにかく、多くの方が表彰を受けられるということで、よかったと思います。
　ほかにございますでしょうか。

（なし）

委　員　長　　それでは、先ほど決定しましたように、議案第４９号については非公開として審議いたします。

　なお、この議案をもって本日の教育委員会は閉会しますので、傍聴人の方は退席願います。ありがとうございました。

（傍聴人　退席）

○議事

日程第二　議案第４９号　平成２３年度区立学校管理職配置に係る内申

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料指－１）（指導室）

委　員　長　　それでは、日程第二　議案第４９号「区立学校管理職配置に係る内申」について、指導室長から報告願います。

指導室長　　では、議案第４９号「平成２３年度区立学校管理職配置に係る内申」についてということで、平成２４年１月１日付で区立学校に配置する管理職職員について、東京都教育委員会に内申を出したいと思っております。

　内容は、平成２４年１月１日付で高島第一中学校の校長に、現高島第三小学校副校長岡村克也、校長に昇任という形での配置を内申したいと思っております。
　また、それに伴いまして、高島第三中学校の副校長に、鳥居克己杉並区立松渓中学校主幹教諭の昇任という形で内申を行ってまいりたいと思います。
　なお、配置の理由につきましては、高島第一中学校校長百武政信校長の病気休職に伴う後補充ということでございます。

　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　百武校長が病気休職ということは非常に残念ですが、とりあえず、今、校長不在の状態なので、とにかく新しい先生が来ていただけてよかったと思います。
指導室長　　ちなみに、百武校長については、かなり快方に向かっているということですので、早ければ１月には退院。もう週末は自宅に戻れるということになっておりますので、早ければ１月には退院ということの話が届いております。
委　員　長　　では、お諮りします。日程第二　議案第４９号「区立学校管理職配置に係る内申」について、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、左様決定いたします。

　それでは、以上をもちまして、本日の教育委員会は終了いたします。

午前　１１時３０分　閉会
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